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平成１６年度決算状況
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ご預金の状況

４兆円の大台まで
あと一歩

シェアは約５３％

都銀・信託
6.2%

信金
11.4%

当行以外の
地銀
7.2%

当行シェア
53.2%

第二地銀
22.1%

＜愛媛県内シェア＞
（平成１７年３月末）

（銀行・信用金庫でのシェア）

前年比１,４７９億円（３.９％）と順調に増加

39,545

38,066

37,256

20,000 25,000 30,000 35,000 40,000 億円

17年3月末

16年3月末

15年3月末

＜預金等残高推移＞ 中四国地銀中四国地銀
第１位の増加率第１位の増加率
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ご預金の状況

県内８割、県外２割県内８割、県外２割で愛媛県を中心に安定した調達構造

無利息普通預金（決済用預金）
１７年３月末

３,９０２件・９７８億円

～ご預金残高の地区別構成比率～

＜預金等残高地域別構成比率＞

愛媛県内
81.0%

中国
4.4%

海外
0.7%

近畿
2.4%

東京・
名古屋
4.1%

九州
3.3%四国

4.1%

１７年３月

３兆９,５４５億円
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ご融資の状況

都銀・信託

7.8%

信金

9.3%

当行以外

の地銀

15.3%

当行シェア
40.5%

第二地銀

27.1%

＜愛媛県内シェア＞
（平成１７年３月末）

『５,０００先開拓』運動
により大幅増加

シェアは約４１％

前年比８８６億円（３.２％）の大幅増加

28,782

27,896

27,488

20,000 22,000 24,000 26,000 28,000 30,000 億円

17年3月末

16年3月末

15年3月末

＜貸出金残高推移＞ 中四国地銀中四国地銀
第２位の増加率第２位の増加率
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ご融資の状況

＜貸出金残高地域別構成比率＞

広域展開により、幅広いお客さまにご利用いただく

～ご融資残高の地区別構成比率～

１７年３月

２兆８,７８２億円

九州
6.3%

四国
6.0%

東京・
名古屋
9.7%

近畿
6.4%

中国
9.6%

愛媛県内
62.0%
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7,300

6,937

6,449

4,000 5,000 6,000 7,000 億円

17年3月末

16年3月末

15年3月末

＜個人融資残高推移＞

個人のお客さまとのお取引状況

お客さまの運用手段多様化
へのニーズに対応

住宅ローンの高い伸びに
支えられ、順調に増加

27,968

26,765

26,090

20,000 22,000 24,000 26,000 28,000 億円

17年3月末

16年3月末

15年3月末

＜個人預り資産残高推移＞

個人預り資産・・・個人預金＋国債
＋投信＋年金保険

個人預り資産、個人融資とも順調に増加
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179

113

16

258

143

26

314

306

291

0 100 200 300 億円

17年3月期

16年3月期

15年3月期

17年3月期

16年3月期

15年3月期

17年3月期

16年3月期

15年3月期

利益の推移

＜コア業務純益※＞

＜経常利益＞

＜当期純利益＞

※コア業務純益とは、業務純益から国債等債券関係損益と一般貸倒引当金繰入額を
控除したもので、本来業務からの収益を表す

コア業務純益・経常利益・当期純利益とも過去最高

年間配当
１円増配
（６円）

年間配当
１円増配
（６円）



18

開示不良債権の状況

＜開示不良債権に対する保全率＞

開示不良債権残高 972億円

貸倒引当金
351億円

担保保証等
498億円

保全率 87.39％

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

14上 14下 15上 15下 16上 16下

（億円）

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

5.5

6.0
（％）

要管理債権

危険債権

破産更生債権

開示債権比率

＜開示債権額・比率推移＞＜金融再生法開示債権の状況＞

要管理債権
427億円
（1.44％）

危険債権
383億円（1.29％）破産更生債権及び

これらに準ずる債権

161億円（0.54％）

（平成１７年３月末）

正常債権 28,668億円

（96.71％）

開示不良債権比率

３.２８％
（地銀平均５.５８％）

残高は前年度比３０２億円減少、比率は３％前半まで低下
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信用コストの状況

信用コストとは・・・貸出の引当・償却等、 不良債権処理に伴い発生する損失
（一般貸倒引当金繰入額＋不良債権処理額）

60
57

3

138
165

▲ 27

-30 0 30 60 90 120 150 180 億円

17年3月期

16年3月期

一般貸倒
引当金繰入額

不良債権処理額

信用コスト

+

＝

＜信用コストの推移＞

費用であるため少ない方が良い

信用コストは大幅減少
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11.90

11.36

10.52

0.00 5.00 10.00 ％

17年3月末

16年3月末

15年3月末

＜自己資本比率(連結ベース）の推移＞

1,294

1,172

695

0 500 1,000 億円

17年3月末
（11,668円）

16年3月末
（11,715円）

15年3月末
（7,972円）

（日経平均株価）

＜有価証券評価損益の推移＞

自己資本比率(連結･国際統一基準)・
有価証券評価損益(含み益)の推移

国際基準の８％を大きく上回り

地銀６４行中地銀６４行中 第１０位第１０位

含み益は地銀６４行中地銀６４行中 第４位第４位

自己資本比率、含み益とも高水準を維持
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185

179

280

258

322

314

0 100 200 300 億円

18年3月期予想

17年3月期

18年3月期予想

17年3月期

18年3月期予想

17年3月期

１７年度業績予想

＜コア業務純益※＞

＜経常利益＞

＜当期純利益＞

※コア業務純益とは、業務純益から国債等債券関係損益と一般貸倒引当金繰入額を
控除したもので、本来業務からの収益を表す

１６年度に引き続き「増収・増益」を予想



22

株主さまの状況

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

18,000

13/3 14/3 15/3 16/3 17/3

先数
全株主数

うち愛媛県内の株主数

16,015先

12,573先

約８割が愛媛県内の株主さま
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0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

12年3月末 13年3月末 14年3月末 15年3月末 16年3月末 17年3月末

0

200

400
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800

1,000

当行株価の推移（平成１２年～平成１７年）

（日経平均：円） （当行株価：円）

９４８円９４８円
当行株価

日経平均株価

当行株価は堅調に推移

地銀中 第６位第６位

17年3月末




